

























































































(35.0 %)、 2年が137名 (34.5%)、 3年が120名
(30.2%)、不明が1名 (0.3%)であった。
映像
















































































シートベルト着用)の他、 Getit on (同、後部座
席シ」トベルト着用、 0'30")、Selfish(問、チャ
イルドシ}トベルト、 0'40")、Flowers(問、飲














































































































































































































































































































































注:Variableは統計ソフトSPSSの変数名を示す。 Group欄のEXPriskは交通経験の危険を、 BICriskは危険な自転車運転行動を、 DAYmoralは日常生活に
おける道徳を、そして?は分析から除外された意味が駿昧な項目を指す。










































































































































































































































































































































































E 田 N 
EST30 .802 .121 .064 .218 30. たいへんなショックを受ける
EST28 .750 一.258 .320 .051 28.不快な映像である
EST29 .737 .413 .040 一.056 29.衝撃的な映像である
EST31 .646 .472 .054 .069 31.映像がとてもリアルである
ESτ'34 .574 .249 一.101 .439 34.悲しい気持ちになる
EST03 .522 一.452 .177 .153 3. このようなショッキングな映像を人々に見せるのはよくない
EST04 .079 .785 一.035 .166 4. ょくできた映像である
EST05 .301 .737 一.023 .216 5.忘れられない映像である
EST02 .013 .633 .093 .319 2.何度か見てみたい
EST38 .070 一.089 .810 .223 38.一度見ただけでは映像の状況がよくわからない
EST33 .040 .332 .719 一.334 33. おもしろい
ESτ'39 .142 一.103 .691 .191 39. 日本語の音声や字幕でないため意味がわからない
EST35 .230 .337 .111 .733 35.被害者が事故後どうなったのかが気になる
EST36 .100 .292 .385 .593 36. リアJレな映像をどのように撮影したのかが気になる
Table 4 交通経験危険群の教育効果尺度と映像イメージ因子に対する有意な効果が見られた分散分析結果
V紅iable So町ce SS df MS F p 
Group 341.134 2 170.567 4.063 .018 
General Error 10956.681 261 41.980 
τb句l 11297.814 263 
Group 479.348 2 239.674 5.706 .004 
Velocity Error 11298.402 269 42.001 
τはal 11777.750 271 
Group 31.013 2 15.506 5.018 .007 
Distraction Error 843.639 273 3.090 
Total 874.652 275 
Group 159.030 2 79.515 4.217 .016 
Belt Error 5166.176 274 18.855 
τbt耳I 5325.206 276 
Group 9.642 2 4.821 4.842 .009 
Factor Score II Error 262.856 264 .996 
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.000 7.810 7.450 
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Factor Score I 
Factor Score皿




Variable Source SS 
Group 341.323 
Velocity Error 12678.839 
Total 13020.162 
Group 4.546 































df MS F p 
2 170.661 3.944 .020 
293 43.272 
295 


































Variable Group N Min Max Mean SD M-SD M+SD 質問項目
Experience 58 .67 41.67 25.26 11.45 13.81 36.71 5.あなたは今までに、どれくらいの運転経験がありますか。
Age 56 22 63 47.30 11.21 36.09 58.51 2.あなたの年齢をご記入ください。
Exposure 60 1 4 1.13 .57 0.57 1.70 5.あなたは今までに、どれくらいの運転経験がありますか。
MOB01 59 1 4 1.32 .80 0.52 2.12 1.運転中は、ハンズフリー装置を使って携帯電話を使うこと
がある。
MOB02 MOBrisk 59 1 6 2.07 1.45 0.62 3.52 2.運転中に、(ハンズフリー装置なしで)携帯電話を手に持つ
て使うことがある。
MOB03 MOBrisk 59 1 6 2.08 1.47 0.62 3.55 3.運転するとき、携帯電話でメールを受信操作することがあ
る。
MOB04 MOBrisk 59 1 6 1.80 1.24 0.55 3.04 4.運転するとき、携帯電話でメールを送信操作することがあ
る。
MOB05 MOBrisk 60 l 7 2.97 2.04 0.93 5.01 5.運転中の携帯電話による通話は急を要する内容だけに限っ
て使用している。
MOB06 47 1 7 4.28 2.11 2.16 6.39 6.ハンズフリーの状態にするための準備(へ、yドホンなどの
接続)は面倒だと思う。
MOB07 MOBrisk 58 1 7 2.10 1.39 0.72 3.49 7.運転中であっても電話を使用することは仕方がないと考え
ている。
MOB08* MOBrisk 59 1 6 1.93 1.19 0.75 3.12 8.運転中は、携帯電話の電源を切るようにしている。
MOB09 MOBrisk 59 1 7 2.68 1.75 0.93 4.42 9.運転中に電話がかかってきたら、車を停車しないで電話に
出ること治宝ある。
MOB10 MOBrisk 59 1 6 2.83 1.49 1.34 4.32 10.信号待ちの関だけなら携帯電話を使っても良いと思う。
MOB11 MOBrisk 58 1 7 2.38 1.76 0.62 4.13 1.運転中、携帯電話で通話していてヒヤ?としたりハッとし
た経験がある。
MOB12 MOBrisk 58 1 7 2.40 1.60 0.80 4.00 12 携帯電話による違反に反則金を課すべきではないと思う。
DRV01* DRVrisk 59 6 7 6.85 .36 6.48 7.21 1.自動車を運転するときは、いつもシ}トベルトを着用して
いる。
DRV02* DRVrisk 59 1 7 4.78 1.77 3.01 6.55 2. 自動車の後部座席に座る時にもシートベルトを着用してい
る。
DRV03 DRVrisk 59 2 7 5.29 1.29 4.00 6.58 3.運転中、ヒヤッとしたりハ?とすることがある。
DRV04* DRVrisk 59 1 7 4.63 1.32 3.30 5.95 4. 自動車を運転するときは、標識・標示で決められた速度ど
おりに運転している。
DRV05 DRVrisk 58 1 7 2.81 1.34 1.47 4.15 5.前の車がゆっくり走っていると車間距離をつめたり、追越
しをすることが多い。
DRV06 DRVrisk 59 1 7 4.73 1.34 3.39 6.07 6.時間に追われている時などは、ついスピードを出してしま
うことが多い。
DRV07 60 1 7 4.60 1.75 2.85 6.35 7.決められた速度に従って走行していると後続車に迷惑をか
けているのではないかと心配することがある。
DRV08 DRVrisk 57 2 7 5.04 1.36 3.67 6.40 8.高速道路などでの制限速度は適当だと思う。
DRV09 DRVrisk 60 1 7 3.27 2.28 0.98 5.55 9. ほとんどの大型車には時速90km以上の速度が出せないよ
うにする速度抑制装置(リミター)が取り付けられている
ことを知っている。
DRV10 DRVrisk 57 1 7 5.16 1.37 3.78 6.53 10.普通自動車にもスピードを出し過ぎないようにするため、
法で定められた強制的な安全装置が必要だと思う。
DRV11 DRVrisk 59 1 7 5.68 1.40 4.28 7.07 1. 日本では最高速度が時速1∞'kmなのに、多くの自動車が
時速180kmも出せる性能があるのは矛盾していると思う。
S凶high 51 80 130 95.69 10.63 85.06 106.32 12.一般道路では、最良の条件の場合に最高速度がどれくらい
ならばいいと思いますか。







SD M-SD M+SD 質問項目
4.75 6.29 1.安全教育に効果的である
3.82 5.98 2.何度か見てみたい
0.99 3.44 3. このようなショッキングな映像を人々に見せるのはよくない





5.44 6.30 9. シートベルトを付けることが大事なことがわかる
5.35 6.29 10 後部座席のシートベルトも必要なことがわかる
5.23 6.30 1.チャイルドシートが必要ことがわかる





































































































































































































































I H E N 
EST30 .803 一.062 .012 一.004 30.たいへんなショックを受ける
EST31 .772 .024 一.002 一.079 31.映像がとてもリアルである
EST33 一.559 一.053 .130 .186 33.おもしろい
EST04 .205 .762 .172 一.312 4. ょくできた映像である
EST02 一.121 .590 .098 .018 2.何度か見てみたい
EST28 .421 一.535 .090 一.128 28.不快な映像である
EST03 一.146 一.422 一.113 一.152 3. このようなショッキングな映像を人々に見せるのはよくない
EST36 一.113 .021 .903 .129 36. リアルな映像をどのように撮影したのかが気になる
EST35 .012 .332 .541 一.038 35.被害者が事故後どうなったのかが気になる
EST38 一.089 .196 .050 .897 38.一度見ただけでは映像の状況がよくわからない
EST39 一.182 一.136 .040 .247 39. 日本語の音声や字幕でないため意味がわからない
Table 11 危険群の教育効果尺度と映像イメージ因子に対する有意な効果が見られた分散分析結果
Variable So町田 SS df MS F ρ 
Group 42.481 1 42.481 4.984 .030 
Velocity Error 426.192 50 8.524 
百句l 468.673 51 
Group 2.566 1 2.566 5.612 .022 
Distraction Error 23.321 51 .457 
Total 25.887 52 
Group 2.398 1 2.398 3.396 .072 
Factor Score I Error 33.894 48 .706 
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